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W52a XRISMによるマイクロクエーサーV4641 Sgr周辺の広がったX線放射の発見
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HAWCと LHAASOによる近年の観測により、マイクロクエーサー V4641 Sagitarii (V4641 Sgr) 周辺から
≈ 0.8 PeVに達する広がった超高エネルギーガンマ線放射が発見され、注目を集めている (Alfaro et al. 2024;
LHAASO Collaboration 2024)。粒子加速機構を理解するにはX線放射の情報が欠かせないが、V4641 Sgrでは
未だ非熱的 X線放射や広がった放射の報告がない。2023年 9月に打ち上げられた X線天文衛星 XRISMには広
視野低バックグラウンドCCDカメラXtendが搭載され、広がった暗いX線放射の観測に適する。2024年 9月の
X線増光を機に、XRISMは V4641 Sgrを約 12 ks観測した。我々は Xtendによる観測データを精査し、V4641
Sgr周辺から広がった X線放射を> 4.5σの有意度で検出した。X線放射のサイズ (≈ 26 pc at 6.2 kpc) は TeV
帯域 (≈ 60 pc at 6.2 kpc) より有意に小さく、X線とガンマ線を放射する粒子の母集団が異なることを示唆する。
本講演ではX線放射の明るさや空間分布、スペクトルをもとにV4641 Sgrの粒子加速環境を議論する。


